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令和元年度 第 2 回岐阜市上下水道事業経営審議会議事録 （概要） 

日 時  令和元年 7月 10 日（水） 午後 2時 00 分～ 

              場 所  北部プラント及び中部プラント 

視察 

 ・施設の概要説明 

 ・視察施設 

   北部プラント 

   中部プラント 

出席委員 

木村 隆之 会長、石井 浩二 委員、江崎 洋子 委員、須田 眞 委員、富田 耕二 委員、 

松原 徳和 委員、近藤 隆郎 委員、服部 学 委員、纐纈 晴美 委員、 

柴田 甫彦 委員、 

欠席委員 

武藤 豪 委員、山田 英治 委員、河野 美佐子 委員、白木 由香 委員、篠田 陽子 委員 

視察後質疑応答 

Ａ委員） 

 中部プラント建屋内にはほとんど職員がいなかったが、何人体制で管理しているのか。 

事務局） 

 中部プラント職員は、常に 6 名から 8 名勤務し、加えて委託業者が 8 名いる。委託業者

は汚泥処理設備の管理と、環境整備として場内の清掃等を行っている。以上、合計 14 人か

ら 16名で毎日管理を行っている。 

 日勤は 8時間、夜勤は 16 時間の 2交代制で勤務しており、土日については、職員は 2人

のみである。 
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Ｂ委員） 

 中部プラントは新荒田川に放流していると思うが、自分が中学生だった頃は、荒田川は

かなり汚かったと記憶している。今はきれいになってきているが、当時は、工場排水の影

響で水が濁っていたのか。 

事務局） 

 一概には言えないが、当時の中部プラント周辺は工場が多く、工場排水の影響もあった

のではないか。現在は、荒田川周辺の地域は下水道の普及が進み、水環境が改善したと考

えられる。 


